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三
段
峡
の
入
り
口
で
最
も
下

流
が
正
面
口
で
、
二
番
目
が
水

梨
口
で
あ
る
。
深
入
山
の
麓
、
国

道
一
九
一
号
の
交
差
点
か
ら
谷

側
へ
折
れ
る
。
急
坂
を
下
り
き

っ
た
あ
た
り
か
ら
水
梨
川
沿
い

を
走
る
。
川
に
は
厚
く
石
が
堆

積
し
て
い
て
、
流
れ
が
見
ら
れ

る
の
は
ま
れ
で
あ
る
。
名
は
「
水 

        

  
 

          

参
加
し
た
の
は
広
島
市
内
の

子
供
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

中
高
生
十
二
人
と
安
芸
太
田
中

学
生
三
人
。
期
待
し
た
積
雪
は

な
く
、
野
生
動
物
の
足
跡
は
観

察
で
き
な
か
っ
た
が
、
座
学
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
取
り
組

ん
だ
。 

 

深
入
山
の
歴
史
と
自
然
、
広

島
市
内
と
の
関
連
性
を
さ
ん
け

ん
の
小
林
久
哉
副
理
事
長
が
講

義
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

は
西
中
国
山
地
自
然
史
研
究
会

１ 

   

無
し
」
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
。 

   

本
流
と
の
合
流
地
点
で
河
原

へ
出
る
と
、
幽
邃
（
ゆ
う
す
い
）

な
景
観
が
広
が
る
。
こ
こ
が
出

合
淵
で
あ
る
。
出
合
と
は
、
川
と

川
と
が
出
合
う
と
い
う
意
味
だ

が
、
水
梨
川
は
伏
流
し
、
淵
の
中 

 

     

の
上
野
吉
雄
さ
ん
が
指
導
し
て
、 

厳
し
い
寒
さ
の
中
、
深
入
山
の
セ

ラ
ピ
ー
コ
ー
ス
で
動
物
の
糞
や

越
冬
す
る
蛾
を
興
味
深
そ
う
に

観
察
し
て
い
た
。 

あ
き
お
お
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー

の
河
野
正
明
さ
ん
と
濱
口
和
久

さ
ん
は
冬
山
で
の
安
全
管
理
、
注

意
事
項
を
説
明
し
た
。 

 
 

    

組
織
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
学

ぶ
た
め
、
一
般
社
団
法
人
Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
の
竹
内
美
樹
代
表

理
事
と
さ
ん
け
ん
の
本
宮
宏
美

事
務
局
長
が
、
一
月
十
五
日
と
十 

六
日
の
両
日
、
大
阪
の
四
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

    

へ
直
接
流
れ
込
ん
で
い
る
。 

 

「
西
岸
か
ら
長
い
淵
の
上
を
お

お
う
よ
う
に
し
て
枝
を
差
し
延

べ
て
い
る
木
々
の
姿
、
ま
た
そ
の

姿
が
淵
に
投
影
し
て
い
る
静
寂

の
お
も
む
き
、
前
途
を
急
ぐ
探
勝

者
も
思
わ
ず
足
を
停
め
る
。」
と
、

熊
南
峰
は
描
い
て
い
る
。
南
峰
は

景
勝
と
し
て
必
ず
挙
げ
て
い
る

が 

     

受
講
し
た
高
校
生
は
「
安
芸
太 

田
町
と
都
市
部
と
が
太
田
川
で

つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
理
解
で

き
た
」
と
話
し
て
い
た
。
さ
ん
け

ん
の
本
宮
炎
理
事
長
は
「
現
地
で

自
分
が
発
見
し
、
体
験
す
る
の
が

本
当
の
学
び
に
な
る
、
継
続
的
な

事
業
に
し
た
い
」
と
、
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
た
。 

 
 

   

法
人
を
視
察
し
た
。 

 

子
供
の
健
全
育
成
に
取
り
組

む
志
塾
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、

ス
ク
ー
ル
や
寮
を
見
学
。
山
本
了 

輔
理
事
長
か
ら
は
「
環
境
教
育
と

観
光
を
備
え
て
い
る
さ
ん
け
ん

１ 

   

が
、
出
合
淵
の
名
は
戦
後
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
や
案
内
板
に
は
長
ら

く
登
場
し
て
い
な
い
。 

 

   

水
梨
川
の
河
口
近
く
に
探
勝

路
が
通
る
小
さ
な
橋
が
あ
り
、
出

合
橋
と
言
う
。
南
峰
の
こ
ろ
か
ら

あ
っ
た
が
、
名
の
記
載
は
な
い
。

峡 

  
 
 

 

 

                  

は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
官
民
が
連
携
し
て

地
域
観
光
を
推
進
す
る
法
人
組

織
）
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
」
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。 

 

関
西
こ
ど
も
文
化
協
会
、
吹

田
市
音
楽
療
法
推
進
会
、
吹
田 

    

峡
内
の
他
の
出
合
に
も
橋
は
あ

る
。
水
梨
口
の
橋
を
出
合
橋
に

す
る
と
混
乱
を
招
く
の
に
、
戦

後
、
一
貫
し
て
案
内
図
に
載
っ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
出
合
淵
か

ら
と
っ
た
名
だ
が
、
地
図
上
で

は
重
な
り
、
探
勝
路
か
ら
は
見

え
な
い
本
家
の
出
合
淵
が
消
え

た
の
だ
ろ
う
。（
松
尾 
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

安
芸
太
田

町
内
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
勉
強
会

「
Ｆ
Ｍ
Ｃ↖

」

（
事
務
局
・
さ

ん
け
ん
）
が
一

月
二
十
四
日
、

「
第
二
次
安

芸
太
田
町
長

期
総
合
計
画

を
読
む
会
」
を

同
町
社
会
福

祉
協
議
会
の

１ 

市
立
市
民
公
益
活
動
セ
ン
タ
ー

ラ
コ
ル
タ
で
は
、
段
階
的
な
行
政

と
の
協
働
や
自
主
事
業
の
取
り

組
み
の
具
体
例
を
聞
い
た
。
プ
ロ

セ
ス
リ
ス
ト
の
作
成
、
段
階
ご
と

の
達
成
度
評
価
を
し
な
が
ら
の

運
営
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。 

                  

会
議
室
で
開
い
た
＝
写
真
。 

 

「
読
む
会
」
で
は
事
業
者
や
住

民
十
三
人
が
、
同
計
画
の
定
住
・

人
口
対
策
や
子
育
て
・
教
育
、
医

療
・
福
祉
、
防
災
・
防
犯
な
ど
を

項
目
別
に
分
担
し
て
要
約
を
発

表
し
た
。
参
加
し
た
青
年
海
外
協

力
協
会
中
国
支
部
の
羽
熊
広
太

さ
ん
は
「
総
合
計
画
は
町
民
の
も

の
。
使
い
き
っ
て
、
よ
い
町
を
作

り
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。
二

月
に
も
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。 

「
読
む
会
」
は
町
が
目
指
す
方

向
を
知
り
、
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
に
生
か
す
た
め
、
グ
ル
ー
プ

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
手

法
を
参
考
に
し
て
「
Ｆ
Ｍ
Ｃ↖

」

が
企
画
し
た
。 

同
長
期
計
画
は
二
〇
一
五
年

か
ら
二
四
年
ま
で
の
十
年
間
で
、

町
は
現
在
、
後
期
五
年
の
基
本
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

見
え
る
の
だ
が
、
こ
の
冬

は
そ
れ
が
な
い
。
優
し
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
狼
、
む

し
ろ
そ
の
姿
が
不
気
味
に

さ
え
感
じ
た
。 

 
 

夢はでっかく世界遺産   
斉藤 泰行さん 

  

1933 年生まれの 86歳。28 歳

の若さで戸河内町議会議員に

当選した。丸山町長らに働きか

け、深入山を中心にした観光地 

開発に力を注いだ。議員生活は 40年。 

2009 年に郷土史研究会に入り、現在は戸河

内支部会長。セリエ戸河内に収蔵されている民

俗資料などを整理し、「三段峡美術館」の設立を

目指す。「安芸太田町は観光の町、三段峡を世界

遺産にしたい」と夢はでっかい。自宅離れを「安

芸の国 西中国山地国定公園 松原歴史文化

記念館」に改装した。三段峡の写真がたっぷり、

郷土資料が並ぶ。電話 0826‐29‐0109 （炎） 

 

    （炎） 

 

南
峰
と
歩
く 
 

⑱ 

出
合
淵
（
で
あ
い
ぶ
ち
） 

■
水
梨
だ
け
が
出
合
橋 

■
名
称
長
ら
く
消
え
る 

 

木
々
の
姿
を
投
影 

静
寂
の
お
も
む
き 

   

▼
暖
冬
異
変 

さ
ん
け
ん
新
聞 

異
常
な
ほ
ど
の
暖
冬
に

な
っ
た
。
例
年
な
ら
雪
崩

や
落
石
で
探
勝
路
は
塞
が

れ 
 

自
然
や
歴
史 

流
域
の
つ
な
が
り
学
ぶ 

太
田
川
流
域
振
興
交
流
会
議
（
国
、
県
、
安
芸
太
田
町

な
ど
太
田
川
流
域
の
七
市
町
で
構
成
）
か
ら
、
さ
ん
け
ん

に
委
託
さ
れ
た
「
太
田
川
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
が

一
月
二
十
日
、
深
入
山
で
開
か
れ
た
。
中
高
生
十
五
人
が

上
流
の
自
然
や
歴
史
、
流
域
の
つ
な
が
り
を
学
ん
だ
。 

   

組
織
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
修 

大
阪
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
視
察 

一口メモ 

れ
、
踏
み
込
む
の
は
危
険

だ
が
、
今
年
は
入
れ
る
。 

入
口
の
狼
石
に
は
何
本

も
の
ツ
ラ
ラ
が
下
が
り
、

牙
を
む
い
て
い
る
よ
う
に 

    

上野さん(右)から動物の説明を聞く中高生 

項目別に要約を発表 
子育て・医療など１３人が分担 

「Ｄ
Ｍ
Ｏ
視
野
に
」
の
助
言 

太田川ジュニアリーダー研修 

「安芸太田町長期総合計画」読む会 

 

広
島
市
内
の
中
高
校
生
十
二
人
・
安
芸
太
田
中
学
生
三
人 

https://sanken-/

